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令
和
２
年
度
募
金
の
使
い
み
ち

　
昨
年
度
に
市
内
で
集
ま
っ
た

募
金
は
、
全
て
福
岡
県
共
同
募

金
会
へ
送
金
し
、
配
分
委
員
会

な
ど
の
審
査
の
後
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
を
含
む
各
申
請
団
体

な
ど
に
配
分
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
度
に
集
ま
っ
た
募
金
は
「
令

和
２
年
度
共
同
募
金
の
使
い
み

ち
（
表
１
）」
の
よ
う
に
有
効

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
共
同

募
金
は
、
募
金
を
し
た
地
域
で

生
き
る
寄
付
金
で
す
。

令
和
３
年
度
の
募
金
目
標
額

　
共
同
募
金
は
、
募
金
が
集

ま
っ
て
か
ら
使
い
み
ち
を
決
め

る
募
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
事
前
に
地
域
福
祉
の
た
め
の

使
い
み
ち
の
計
画
を
立
て
ま

す
。
こ
の
使
い
み
ち
の
計
画
に

必
要
な
額
が
「
目
標
額
」
に
な

り
ま
す
。

　
今
年
度
の
目
標
額
は
、
昨
年

度
実
績
と
同
額
の
１
１
４
１
万

５
４
４
円
で
す
。今
後
も
安
定
、

継
続
し
て
地
域
福
祉
事
業
を
行

う
た
め
の
「
目
標
額
」
で
す
。

一
世
帯
７
０
０
円
の
目
安
額

　
市
全
体
の
目
標
額
を
達
成
す

る
た
め
に
、「
一
世
帯
で
は
ど

れ
だ
け
の
金
額
を
協
力
し
た
ら

い
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
に
く
い
た
め
、「
一
世
帯

７
０
０
円
を
目
安
に
協
力

し
て
い
た
だ
く
と
、
計
画

さ
れ
て
い
る
事
業
が
実
施

で
き
ま
す
」
と
目
安
額
を

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
目
安
額
を
示
す
こ

と
が
強
制
と
受
け
取
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
募
金
目
標
額
を
達

成
す
る
た
め
に
お
願
い
す
る

「
目
安
」
で
す
の
で
、
み
な
さ

ん
の
で
き
る
範
囲
内
で
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て

い
る
共
同
募
金

　「
共
同
募
金
実
績
額
内
訳（
表

２
）」を
み
る
と
、戸
別
募
金（
各

世
帯
か
ら
の
募
金
）
が
共
同
募

金
全
体
の
約
９
割
を
占
め
、
市

内
の
多
く
の
世
帯
か
ら
の
募
金

に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
、自
治
会
長
や
隣
組
長
、

事
業
所
や
公
共
施
設
、
福
祉
団

体
、
学
校
の
先
生
や
児
童
、
生

徒
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
多
く
の

支
え
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
ひ
と
り
の
た
す
け
あ

い
の
心
が
、
地
域
福
祉
活
動
に

活
用
さ
れ
、
よ
り
住
み
よ
い
地

域
を
つ
く
っ
て
い
く
原
動
力
と

な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

災
害
等
準
備
金
の
積
み
立
て

　
県
共
同
募
金
会
で
は
毎
年
、

県
内
の
た
め
の
災
害
等
準
備
金

を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
災
害
も
多
く
発
生

し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
る
機
会
も
増

え
て
い
ま
す
。
こ
の
際
に
、
災

害
等
準
備
金
が
活
用
さ
れ
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
支
え
ま
し
た
。
毎
年
、

み
な
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金

が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

支
え
て
い
ま
す
。

た
す
け
あ
い
の
心

　
日
本
で
共
同
募
金
運
動
が 

始
ま
り
、
今
年
で
75
年
目
に
な

り
ま
す
。
こ
の
間
、
社
会
経
済

状
況
も
急
激
な
変
化
を
み
せ
、

人
々
の
生
活
も
意
識
も
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
前
年
度
に

引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
に
よ
る
影
響

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
で
も
人
々
が
と
も
に
生

き
て
い
こ
う
と
い
う
「
た
す
け

あ
い
」
の
心
は
変
わ
ら
ず
に
、

人
々
の
幸
せ
を
願
っ
て
、
今
年

も
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま

す
。

令
和
２
年
度
の

募
金
実
績
額
は
、

１
１
４
１
万
５
４
４
円

　
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
地
域

住
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得

て
各
世
帯
に
お
願
い
す
る
「
戸

別
募
金
」
を
は
じ
め
、市
役
所
、

学
校
、
福
祉
団
体
を
対
象
に
ク

オ
カ
ー
ド
な
ど
の
資
材
を
活
用

す
る
職
域
募
金
、学
校
や
病
院
、

公
共
施
設
、
事
業
所
な
ど
で
の

募
金
箱
に
よ
る
募
金
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
方
法
で
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
　
　

　
令
和
２
年
度
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
で
１
１
４
１
万
５
４
４

円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　赤い羽根共同募金は、民間の社会福祉事業を支援するため「社会福
祉法」に位置づけられ、毎年10月1日から12月31日までの間、全国
一斉に展開されています。
　この募金は、市内の全小・中学校での児童・生

徒への福祉教育などの取り組みや各地域の福祉会、障がい
児・者への福祉事業に使われています。今年もみなさんの
ご理解とご協力をお願いします。

あつまれば 大きなちから 赤い羽根

赤い羽根共同募金運動はじまる 10月1日～12月31日

令和2年度共同募金実績内訳表（表２）

各世帯からの募金　10,248,993円

バッジなど購入による募金　661,935円
自動販売機を活用した募金など　268,258円

個人募金など　56,378円
募金箱（学校除く）　68,280円

法人募金　5,000円
募金箱（学校）　101,700円

（表２）

項　　目 金　　額

高齢者の福祉に
●在宅介護者家族の会の支援　　　　●シニアクラブ連合会への助成金
●配食サービスボランティアの支援

840,000円

障がい児・者の福祉に
●身体障害者福祉協会の支援　　　　●あじさいの会への助成金
●手話講習会への助成金　　　　　　●あゆみの会への助成金
●声の広報配布事業の支援　　　　　●要約筆記ボランティアの支援
●おもちゃ図書館運営の支援　　　　●宗像コスモス会への助成金

1,717,000円

ボランティア活動に
●福祉ボランティア活動連絡協議会活動の支援
●大島地区ボランティア団体への助成金

534,000円

福祉会活動の支援に
●地域住民の自主的な地域福祉活動　●民生委員児童委員協議会への助成金

2,942,000円

児童・青少年の福祉に
●市内幼稚園、保育園、小中学校、高校への福祉教育推進事業
●小学校での車いす体験や手話体験などの福祉教育事業

1,256,600円

子育て支援活動に
●地域福祉文庫連絡協議会の支援
●NPO法人むなかた子育てネットワークこねっとへの助成金
●母子寡婦福祉会の支援

555,000円

　昨年度集まった、みなさんからの募金は下記のような活動に活用されています。赤
い羽根共同募金は、みなさまのあたたかな気持ちを、具体的な活動につなげていく、「じ
ぶんの町を良くするしくみ」です。これからもご理解とご協力をお願いいたします。

　その他、県内の福祉施設への支援、災害ボランティア活動、福祉に関する情報提供
や啓発活動などに活用されています。

令和２年度共同募金の主な使いみち（表１） 　自由ヶ丘地区福祉会では80歳以上の方や一人暮らしの高齢者宅を毎
月訪問し、ミニ広報紙『お元気ですか』をお届けする「見守り活動」
をしています。
　当時の区長さんらが将来の高齢化を見据えての制度として昭和63年
4月発足以来、各丁目に福祉委員を配置し、身近な相談相手として30
年以上続いてきました。
　「暑い中ご苦労様」　「そろそろだと待っていたよ」顔なじみになった
笑顔の中で会話が弾みます。
　福祉会のもう一つの柱である「いきいきふれあいサロン」は、コロ
ナ禍で数える程しか開催できていませんが、マスク越しでの会話が弾
み、笑顔あふれる様子はなくしてはならないと痛感しています。
　自由ヶ丘地区は高齢化率が50％を超える丁目もあり、老老介護や一
人暮らし高齢者の方も多くなっています。自由ヶ丘地区福祉会では地
域を５つのブロックに分けて情報連絡会を開催し、見守り活動の様子
や対応、支援について報告・共有し合います。対象者に寄り添う福祉
委員の皆さんの心遣いが毎月報告されています。他にも民生児童委員、
地域包括支援センター、社会福祉協議会の職員も参加し、連携を図っ

ています。
　この活動が継続でき
るのは赤い羽根共同募
金の配分金のおかげで
す。これからも自治会
やコミュニティと連携
しながらよりよい地域
にしていきたいと思い
ます。

赤い羽根共同募金
配分団体紹介
自由ヶ丘地区福祉会
「住みなれた街で

いつまでも」
自由ヶ丘地区福祉会

　会長　山本昌子さん

情報連絡会の様子

毎月、訪問を楽しみ
にしています！
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　認知症になっても安心して生活できるまちであ

るため、認知症を正しく理解する一歩として「認

知症サポーター養成講座」を開いています。その

結果、市内には小学生をはじめ１万１千人以上の

サポーターが誕生しました（令和３年３月末現

在）。

　サポーターは、

認知症の人やその

家族を温かく見守

る応援者ですが、

その枠から一歩

進んで地域の見

守り・声かけ活動や傾聴、オレンジカフェ開催

など具体的なボランティア活動につなげているサ

ポーターも多くいます。「せっかく学んだ知識を

何かで活かしたい」という皆さんの意欲を形作る

ことはできないだろうかと模索中です。

～認知症支援に　　
　関するお知らせ～

市社会福祉協議会　☎（36）8448
問い合わせ

オレンジの

まど
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ー
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本
会
は
、
む
な
か
た
タ
ウ
ン
プ
レ
ス
を
音
に
し
て
届
け
る
「
声
の
広
報
」
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す

大
島
支
所

☎
（
37
）
１
３
０
０

☎
（
72
）
２
２
９
４

宗
像
市
社
会
福
祉
協
議
会

社
協
だ
よ
り
は
、
偶
数
月
の
１
日
号
で
す
（
年
間
６
回
）

【
香
典
返
し
】（
敬
称
略
）

・（
故
）高
辻
勝
彦
　（
吉
田
）

・（
故
）橋
本
悟（
ひ
か
り
ヶ
丘
）

・（
故
）吉
武
良
信
　（
東
郷
）

【
一
般
寄
付
】

・
小
嶋
洋
子

・
い
な
っ
子
ク
ラ
ブ

（
令
和
３
年
８
月
31
日
受
付
分
ま
で
）

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
随
時
寄

付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
振
込
や

現
金
書
留
等
で
も
受
け
付
け
が
で
き

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
７
月
16
日
（
金
）、
市
役

所
に
て
市
障
害
者
自
立
支
援

協
議
会
生
活
部
会
と
共
催

で
、
児
童
虐
待
防
止
な
ら
び

に
早
期
発
見
、
適
切
な
援
助

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に

研
修
会
を
実
施
。
市
内
の
障

害
児
通
所
支
援
事
業
所
と
障

が
い
児
担
当
の
相
談
支
援
専

門
員
な
ど
42
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
市
子
ど
も
支
援
課
・
子
ど

も
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
有

吉
参
事
と
石
松
係
長
か
ら
、

児
童
虐
待
通
告
ま
で
の
流
れ

や
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、

本
来
大
人
が
担
う
と
想
定
さ

れ
る
家
事
や
家
族
の
世
話
な

ど
年
齢
や
成
長
の
度
合
い
に

見
合
わ
な
い
重
い
責
任
や
負

担
を
日
常
的
に
負
う
子
ど
も

の
こ
と
で
す
。
子

ど
も
本
人
の
育
ち

や
教
育
に
影
響
が

発
生
し
ま
す
が
、

本
人
や
家
族
に
自

覚
が
な
い
と
い
っ

た
理
由
か
ら
表
面

化
し
に
く
い
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は

「
虐
待
か
ら
子
ど
も

を
守
る
た
め
、
支

援
者
の
気
づ
き
が

大
切
な
こ
と
を
再

度
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」

や
「
児
童
虐
待
を
発
見
し
や

す
い
立
場
に
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
早
期
発
見
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

障
害
者
虐
待
防
止
研
修
会

児
童
虐
待
の
発
見
と
通
告
に
関
す
る

障
が
い
児
福
祉
関
係
者
の
役
割
と
義
務

土･

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

☎（
34
）２
４
１
１
　
　（
34
）２
４
２
２

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　a

a
w
0
9
1
8
0
@
h
k
g
.o
d
n
.n
e
.jp

FAX

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
宗
像
市
役
所
・
北
館
１
Ｆ
）

今年度から、講座を受講した人には
サポーターの証として、市オリジナルデザインの

「認知症サポーターカード」
を交付しています。

ネームカードホルダーや
財布などに携帯できる
大きさと素材です。

認知症サポーターカード

第
２
回
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業 

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ
　

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
や
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
（
障
が
い
の
あ
る
当
事

者
・
家
族
の
相
談
員
）
が
一

緒
に
な
っ
て
活
動
を
す
る
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
内
に
あ
る
大

自
然
に
囲
ま
れ
た
み
か
ん
農

園
で
み
か
ん
狩
り
体
験
を
し

ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
で
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通

じ
て
仲
間
づ
く
り
を
し
た
い

人
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
初
め
て
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
！

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
10
月
24
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

（
予
定
）

●
集
合
場
所
　
午
前
９
時
50

分
に
太
陽
園(

用
山
４
１

１‒

16
）

●
対
象
　
障
が
い
の
あ
る
人

と
そ
の
家
族
ま
た
は
付
き

添
い
者
１
名
参
加
可

●
定
員
　
20
人
程
度

●
参
加
費
　
５
５
０
円

●
申
込
期
間
　
10
月
15
日

（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
同
セ
ン
タ
ー

☎
（
34
）
２
４
１
１

 

FAX （
34
）
２
４
２
２

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
状
況
に
よ
っ
て
は
延
期

も
し
く
は
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

レ
ッ
ツ
・

　
ゴ
ー
！

み
か
ん
狩
り
体
験

ピアサポート事業報告

　７月18日、日本紙飛行機協会宗像支部の堀 清治さんを講
師に招き、メイトム宗像でオリジナル飛行機を作りました。
発泡スチロール素材の部品を組み立て、機体に絵を書いた
り、シールを貼ったりして作った後、テスト飛行をしました。
機体下部にゴムを引っ掛け飛ばすと想像以上に飛び、更に講
師から飛ばし方のコツや翼の微調整を教えてもらうと、驚
くほど飛行距離が延び、参加者、スタッフも夢中になって

何度も繰り返し飛ばして楽しみました。次に飛行機の着地点で点数を競うポイ
ントゲームをしました。テスト飛行では上手く飛ばすことができていた人もい
ざ本番になると思い通りにいかず悔しがる姿もありましたが、回数を重ね点数
が入るようになると拍手が沸き起こっていました。
　今回ピアサポート事業に参加した人からは、「こんな
に飛ぶとは思わなかった！」「外で飛ばしてみたい」と
感想を聞くことができました。次回開催の際は、外で
思いっきり飛ばせる楽しさも体験できたらと思います。
　今回の参加者は５人。コロナ感染症対策として手指
の消毒、換気のほか密にならないように少人数で開催
しました。

レッツ！エンジョイ♪
オリジナル飛行機を飛ばそう！ カタパルトシューター（ゴム）を

使って飛ばします。

講師の日本紙飛行機
協会宗像支部の

堀 清治さん

高得点を狙って
飛ばします！

　
令
和
３
年
８
月
25
日
に
花
田
カ
ツ
コ

様
（
鐘
崎
在
住
）
よ
り
多
額
の
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
御
夫
君
、
花
田
正
路
様
の
一
周
忌
を

迎
え
ら
れ
、
故
人
様
の
ご
意
向
に
よ
り

寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付
は
、
ご
厚
意

に
添
う
よ
う
市
内
地
域
福
祉
推
進
の
た

め
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心強い応援者がたくさん誕生しています
～認知症サポーターに関する取り組み～

　今年度、キャラバン・メイト（認
知症サポーターの講師）が新たに
３人誕生しました。
　市社協では、合計７人のメイト
が活動しています。養成講座やサ
ポーター活動に関心がある人は、
ぜひお知らせください。

高
額
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
」よ
り


